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今
定
例
会
で
「
埼
玉
県
証
紙

条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例

（
※
２
）」が
提
案
さ
れ
た
。現
在
、

運
転
免
許
更
新
手
数
料
な
ど
５
４

５
種
類
の
手
数
料
が
証
紙
で
収
納

さ
れ
、廃
止
の
影
響
は
大
き
い
。キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手
段
を
持
た

な
い
高
齢
者
な
ど
を
取
り
残
さ
な

い
よ
う
、ど
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
の
か
伺
う
。

証
紙
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
へ
の
移
行
は
大
き
な
変

革
で
し
っ
か
り
広
報
す
る
こ
と
が

重
要
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手

段
を
持
た
な
い
方
に
対
し
て
も
Ｓ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
な
ど
身
近
な
電
子
マ
ネ

ー
で
支
払
い
可
能
で
あ
る
こ
と
を

周
知
す
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
使
用
す
る
端
末
に
つ
い
て
も

適
切
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

県
内
の
建
設
土
木
や
農
業
の

現
場
で
の
人
材
の
逼
迫
は
深

刻
。
ま
た
、
小
規
模
な
市
町
村
は

技
術
職
員
の
採
用
や
育
成
に
苦
慮

し
て
い
る
。
そ
こ
で
県
の
人
材
を

県
だ
け
の
財
産
と
捉
え
ず
、
民
間

や
市
町
村
と
の
連
携
・
交
流
で
県

全
体
の
業
界
の
技
術
レ
ベ
ル
の
維

持
・
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

所
見
を
伺
う
。

建
設
分
野
で
は
官
民
連
携
で

協
議
会
を
設
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事
を
促
進
す
る
。
農
業
分
野

で
も
先
進
的
な
農
業
法
人
な
ど
と

連
携
し
ス
マ
ー
ト
農
業
を
普
及
す

る
。
人
材
確
保
に
は
こ
の
よ
う
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
生
産
性
向
上
を

図
る
こ
と
も
重
要
。
市
町
村
と
の

人
事
交
流
も
努
め
、
業
界
全
体
の

技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
推
進
す
る
。

空
き
家
の
増
加
は
周
辺
環
境

へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
、費
用
や
税
金
面
で
解
体
を
た

め
ら
う
所
有
者
も
い
る
。今
年
度
、

空
き
家
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業

と
し
て
所
有
者
や
活
用
希
望
者
か

ら
相
談
を
受
け
る
体
制
を
整
備
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、こ
れ
ま
で
の

実
績
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、
今

後
の
展
開
と
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

開
設
か
ら
４
カ
月
で
空
き
家

の
管
理
・
売
却
・
解
体
な
ど

１
８
４
件
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が

あ
っ
た
。
相
談
内
容
に
応
じ
46
名

の
専
門
家
を
現
地
派
遣
し
、
解
決

に
向
け
た
助
言
や
提
案
を
行
っ
た
。

今
後
は
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
周
知
や

出
張
個
別
相
談
会
な
ど
で
実
績
を

増
や
し
、
移
住
促
進
な
ど
他
の
施

策
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｄ
Ｘ
は
既
成
概
念
の
破
壊
を

伴
い
新
た
な
価
値
を
創
出
す

る
改
革
だ
が
、
日
本
で
は
６
割
の

企
業
が
消
極
的
だ
。
理
由
は
デ
ジ

タ
ル
人
材
不
足
が
指
摘
さ
れ
「
リ

ス
キ
リ
ン
グ
」
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
国
は
２
０
２
６
年
度
ま
で

に
デ
ジ
タ
ル
人
材
２
３
０
万
人
育

成
の
方
針
を
掲
げ
る
。
本
県
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

官
民
連
携
で
「
Ｄ
Ｘ
推
進
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち

上
げ
、
経
営
層
に
Ｄ
Ｘ
の
活
用
を

働
き
掛
け
、
働
く
人
た
ち
に
Ｄ
Ｘ

推
進
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
県

の
高
等
技
術
専
門
校
で
も
在
職
者

向
け
訓
練
な
ど
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ

を
支
援
し
て
い
る
。
今
後
も
社
会

情
勢
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
動
向
を

常
に
見
極
め
支
援
を
進
め
て
い
く
。

川
越
工
業
高
校
に
航
空
宇
宙

学
科
を
新
設
し
、地
元
の
航

空
関
連
企
業
の
協
力
を
得
て
、
生

徒
が
最
先
端
の
技
術
を
学
べ
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。
精
密
な
航

空
技
術
を
習
得
し
た
貴
重
な
人
材

が
育
ち
、地
元
雇
用
に
も
つ
な
が

る
。何
よ
り
夢
や
ロ
マ
ン
が
あ
る
。

関
連
企
業
と
交
渉
し
、
実
現
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

航
空
宇
宙
産
業
は
、ロ
ケ
ッ

ト
や
航
空
機
の
開
発
製
造
な

ど
今
後
も
発
展
が
期
待
で
き
魅
力

あ
る
分
野
と
考
え
る
。
他
方
、前

例
の
な
い
学
科
の
設
置
に
は
、ニ

ー
ズ
把
握
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
、

施
設
整
備
、指
導
者
確
保
な
ど
一

定
の
時
間
を
要
す
る
。関
係
企
業

な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
調
査
研

究
に
着
手
し
て
い
く
。

12月定例会の一般質問は、
12月8日から行われました。
15人の議員が質疑・質問を行
い、活発な論議が行われました。

12月8日（木曜日）

石川忠義
（県民）

立石泰広
（自民）

深谷顕史
（公明）

12月9日（金曜日）

町田皇介
（民主フォーラム）

宮﨑吾一
（自民）

守屋裕子
（共産党）

12月12日（月曜日）

橋詰昌児
（公明）

松井　弘
（自民）

山根史子
（民主フォーラム）

本
県
教
員
の
未
配
置
・
未
補

充
は
昨
年
の
１
３
９
人
か
ら

１
８
２
人
と
悪
化
し
た
。
代
替
教

員
が
配
置
さ
れ
な
い
状
況
は
、
す

で
に
教
育
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
状
態
で
は
な
い
か
。
認
識

を
伺
う
。
ま
た
、
産
休
予
定
者
の

い
る
学
校
に
事
前
に
代
替
教
員
を

配
置
す
る
「
産
休
前
加
配
」
を
導

入
し
て
も
ら
い
た
い
。

影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
担
任

外
の
教
員
が
代
行
す
る
な
ど

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
教
員
免
許
を
持
ち
な
が
ら
就

業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
「
ペ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

を
始
め
た
。「
産
休
前
加
配
」
に

つ
い
て
は
、
国
が
制
度
導
入
の
方

向
性
を
示
し
て
お
り
、
情
報
収
集

を
進
め
、
必
要
な
準
備
を
行
う
。

環境

教育
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Ｑ

Ｑ
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Ｑ

一般質問

日
本
を
誇
れ
る
国
、
豊
か
な

国
、
真
の
文
化
強
国
に
し
た

い
。
国
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
埼
玉

県
か
ら
有
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
育
て
な
い
か
。
そ
こ
で
、
グ
ロ

ー
バ
ル
思
考
の
若
者
た
ち
へ
の
留

学
支
援
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
県
民
育
成
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
も
伺
う
。

官
民
一
体
で
延
べ
２
１
０
０

人
以
上
の
留
学
を
支
援
し
て

き
た
「
埼
玉
発
世
界
行
き
」
奨
学

金
に
は
今
も
多
く
の
若
者
の
応
募

が
あ
る
。
今
後
も
異
な
る
文
化
や

価
値
観
の
下
で
切
磋
琢
磨
す
る
機

会
を
拡
充
し
た
い
。ま
た
、
県
民
向

け
に
身
近
な
外
国
人
を
支
援
す
る

人
材
を
育
成
す
る
研
修
を
始
め
た
。

世
界
に
開
か
れ
た
県
に
し
て
い
く
。

人材育成

Ａ Ｑ グ
ロ
ー
バ
ル
有
能
人
材
の
育
成

技
術
職
員
の
技
能・知
識

の
共
有
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
推
進
の
カ
ギ
を
握
る
リ
ス
キ

リ
ン
グ（
※
１
）の
適
用
に
つ
い
て

証
紙
制
度
廃
止
後
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業

Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
は
若
い
木
の

方
が
多
い
が
、
日
本
の
森
林

は
収
益
性
が
低
く
、
若
返
り
が
進

ま
な
い
。
近
年
、
従
来
種
よ
り

１
・
５
倍
の
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
と
成

長
速
度
を
持
つ
「
エ
リ
ー
ト
ツ
リ

ー
」
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
植
林

を
含
め
、
森
林
の
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
効

率
を
上
げ
る
取
り
組
み
の
現
状
と

今
後
の
方
針
を
伺
う
。

森
林
の
若
返
り
に
は
「
伐

っ
て
・
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」
循
環
利
用
の
推
進
が
重

要
。
そ
こ
で
伐
採
後
着
実
に
植
栽

が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
、
花
粉

量
が
通
常
の
１
％
以
下
の
苗
木
の

普
及
を
進
め
て
き
た
。
今
後
は
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
優
れ
た
成
長
速

度
と
少
花
粉
双
方
の
特
性
を
持
つ

苗
木
の
開
発
・
普
及
を
図
り
た
い
。

Ａ Ｑ 脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
Ｃ
Ｏ
²
の

吸
収
効
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

芸
術
の
理
解
者
の
裾
野
を
広

げ
る
た
め
、
彩
の
国
さ
い
た

ま
芸
術
劇
場
で
子
ど
も
に
芸
術
体

験
の
機
会
を
設
け
る
べ
き
。
例
え

ば
、
子
ど
も
向
け
の
公
開
リ
ハ
ー

サ
ル
で
施
設
利
用
料
を
割
り
引
い

た
り
、
子
ど
も
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
鑑
賞
で
き

た
り
す
る
な
ど
新
た
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

劇
場
を
運
営
す
る
埼
玉
県
芸

術
文
化
振
興
財
団
で
は
、
子

ど
も
も
楽
し
め
る
演
目
の
上
演
や
、

プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
や
音
楽
家
の
学

校
派
遣
、
過
去
に
上
演
し
た
「
彩

の
国
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
シ
リ
ー

ズ
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
学
校
へ
の
無
料
貸

出
を
行
っ
て
い
る
。
芸
術
を
理
解

す
る
視
野
を
広
げ
る
新
た
な
取
り

組
み
を
財
団
と
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ 子
ど
も
支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
へ
の
芸
術
鑑
賞
機
会
の
提
供

川
越
工
業
高
校
に
航
空
宇
宙
学
科

の
設
置
を

教
員
の
異
常
な
働
き
方
を
改
善
す

る
た
め
に
、未
配
置・未
補
充
問

題
は
必
ず
解
決
を

県民生活

文化

開
館
40
年
を
迎
え
た
県
立
近

代
美
術
館
は
北
浦
和
公
園
内

に
あ
り
、
自
然
と
建
築
の
一
体
美

が
楽
し
め
、
園
内
に
は
15
も
の
彫

刻
作
品
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
同

館
長
か
ら
「
美
術
館
を
含
め
た
北

浦
和
公
園
全
体
を
ア
ー
ト
空
間
と

し
て
捉
え
、
発
展
さ
せ
た
い
」
と

伺
っ
た
が
、
県
と
し
て
の
見
解
を

伺
う
。公

園
全
体
を
ア
ー
ト
空
間
と

す
る
こ
と
は
、
建
設
当
初
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
も
合
い
、
今
後
の

方
向
性
と
し
て
も
意
義
深
い
。
公

園
を
訪
れ
る
だ
け
で
作
品
を
鑑
賞

で
き
、
彫
刻
を
親
子
で
洗
っ
て
鑑

賞
す
る
「
彫
刻
あ
ら
い
ぐ
ま
」
な

ど
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
公
園
全
体
を
ア
ー
ト
空
間

と
し
て
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
。

Ａ Ｑ 北
浦
和
公
園
全
体
を
ア
ー
ト
空
間
へ


